
(外郭団体評価委員会提出用）

　　

入館者数(令和8年1月から令和8年12月31日まで）

４．所管所属の見解

　事業運営の目標値については、中期目標の目標値を達成する計画となっており妥当なものである。
　財務運営についての目標は、団体の財源確保に寄与する指標及び目標値が設定されており妥当である。

指標Ⅱ 入館料収入の確保
（指標Ⅱの説明）

当センターは、小中高生に対する平和学習施設であるとともに、一般市民に対する平和
啓発施設としての性格を有し、満65歳以上の者、障がいを有する方、小中学生等を無
料としており、有料入館者の割合は非常に低い状況にある。今後は、様々な事業展開
を行うことで若い世代など一般有料入館者の集客に努めることにも重点を置き、入館料
収入4,384千円を目標とする。

目標値
R８

4,384千円

３．「事業経営評価等に関する指針」において年度計画に定めることとした財務運営についての目標

指標Ⅰ 平和寄金収入の確保
（指標Ⅰの説明）

企画事業や特別展示、刻の庭の維持管理については、当財団の自主財源として平和
寄金を活用している。税の優遇措置のＰＲや企画事業等で広く寄附を呼びかけ、平和寄
金収入964千円を目標とする。目標値

R８

964千円

年
度
計
画

指標Ⅰ 大阪市立小学校全校に対する来館率(令和8年1月から令和8年12月31日まで）

目標値 85％以上

指標Ⅱ 大阪市立中学校全校に対する来館率(令和8年1月から令和8年12月31日まで）

目標値 25％以上

指標Ⅲ 平和学習貢献度(令和8年1月から令和8年12月31日まで）

目標値 90%以上

目標値 73,000人

指標Ⅳ

特定の歴史観や考え方に偏らず中立的(中立性の確保)に、事業を実施していくこととともに、「大阪中心」・「子ども目線」で「平和を自分自身の課題として考えられる」ような展示を行
い、もって大阪市内に居住する小中学生をはじめとする多くの市民に戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え、平和を願う豊かな心を育むこと。

２．中期目標・年度計画における外郭団体の事業経営についての目標

中
期
目
標

【指標の例】下記のとおり

【参考１】期間  令和７年４月１日から令和12年３月31日までの５年間

【参考２】行政目的又は施策によって実現しようとする状態を示す指標及び目標(※大阪市）

指標
指標：大阪市立小学校全校に対する来館率     目標：【令和７年】62％【令和８年以降】85％以上        ※令和７年の算定期間は４～12月。
指標：大阪市立中学校全校に対する来館率     目標：【令和７年】16％【令和８年以降】25％以上        ※令和７年の算定期間は４～12月。
指標：平和学習貢献度     目標：90％以上（中期目標期間中） ※ピースおおさかに来館した大阪市立の小学校に対してアンケートを実施し「ピースおおさかが
平和学習の場として役立ったか」という問いに対し、４段階中最上位の「役立った」と回答とした割合
指標：入館者数 目標：【令和７年】58,200人、【令和８年】73,000人、【令和９年】74,500人、【令和10年】74,600人、【令和11年】74,800人
※令和７年は４～12月の人数。 令和７年・令和８年は修繕工事による臨時休館等の影響を見込む。

目標値

【参考３】外郭団体の事業経営の具体的な内容

大阪市小学校校長会や中学校校長会等において平和学習の場としてピースおおさかの利用を呼びかけるとともに、来館率の低い区の小学校校長会へ個別に働きかけを行う
など積極的な周知活動に取り組む。
学校向けアンケートを実施して、平和学習に役立っているか、平和学習貢献度の調査を行う。また、アンケートの中で得られた意見・ニーズを踏まえて、取組の改善を行う。
主たる入館者である小中学生の数については、少子化により今後も減少が続く見込みである。こうした状況の中にあっても、平和ミュージアムとしての当館の役割を果たすため
には、全体の入館者数を増加させていく必要がある。
そのため、より集客力の高いイベントや特別展等を開催するほか、ＳＮＳの活用等により情報発信の強化に努め、利用を促進していく。

１．当該団体の事業経営を通じて達成しようとする本市の行政目的又は施策の具体的な内容

　【令和８年度　指標・目標設定（年度計画）の概要】

団体名 （公財）大阪国際平和センター 所管所属名 教育委員会事務局



(外郭団体評価委員会提出用）

６．所管所属の見解

　事業運営についての目標値は、指標Ⅰ～Ⅲについて、平和学習施設の来館促進及び平和学習への貢献度を図るため、過去の実績値を参考に設定したものであり、目標達成に向け
て妥当な数値であると考える。指標Ⅳについては主たる入館者である小中学生の数が、少子化により今後も減少が続く見込みである中、平和ミュージアムとしての当館の役割を果た
すためには、全体の入館者数を増加させていくため、過去の実績値をもとに設定したものであり妥当な数値であると考える。
　財務運営についての目標値は、指標Ⅰの寄金収入については、企画事業や特別展示等の開催に係る財源となるため、広く寄附を呼びかける等により増額を目指すというものであり
適切であると考える。指標Ⅱについては、現在の入館者数の多くを占める小中学生等は入館料を無料としているため、若い世代や外国人等の一般有料入館者数の集客に努めること
で、団体の財源確保に寄与する取組であり適切であると考える。

令和11年度

4,163 4,384 4,477 4,570 4,663

指標Ⅱ 入館料収入の確保
（指標Ⅱの説明）

　当センターは、小中高生に対する平和学習施設であるとともに、一般市民に対する平和
啓発施設としての性格を有し、満65歳以上の者、障がいを有する方、小中学生等を無料と
しており、有料入館者の割合は非常に低い状況にある。今後は、様々な事業展開を行うこ
とで若い世代など一般有料入館者の集客に努めることにも重点を置き、入館料収入4,663
千円を目標とする。

目標値
（千円）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

目標値
(千円)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

58,200人 73,000人 74,500人 74,600人 74,800人

５．「事業経営評価等に関する指針」において中期計画に定めることとした各事業年度の財務運営についての目標

令和11年度

956 964 968 969 973

指標Ⅰ 平和寄金収入の確保
（指標Ⅰの説明）

　企画事業や特別展示、刻の庭の維持管理については、当財団の自主財源として平和寄
金を活用している。税の優遇措置のＰＲや企画事業等で広く寄附を呼びかけ、平和寄金収
入973千円を目標とする。

目標値

①【令和７年】62％【令和８以降】85%以上
②【令和７年】16％【令和８以降】25％以上
③90％以上（中期目標期間中）
④【令和７年】58,200人、【令和８年】73,000人、 【令和９年】74,500人
　 【令和10年】74,600人、【令和11年】74,800人

指標Ⅳ 入館者数

評価対象期間 令和７年～令和11年

目標値
令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

85% 85%

指標Ⅱ 大阪市立中学校全校に対する来館率

評価対象期間 令和７年～令和11年

令和9年 令和10年 令和11年
目標値

令和7年 令和8年

25% 25% 25%

指標Ⅲ 平和学習貢献度

評価対象期間 令和７年～令和11年

90% 90%

25%

①大阪市立小学校全校に対する来館率　②大阪市立中学校全校に対する来館
率③平和学習貢献度　※ピースおおさかに来館した大阪市立の小学校に対し
てアンケートを実施し「ピースおおさかが平和学習の場として役立ったか」という
問いに対し、「役立った」と回答とした割合④入館者数

62% 85% 85%

90% 90% 90%

評価対象期間 令和７年～令和11年
【参考】行政目的又は施策によって実現しようとする状態を示す指標及び目標(※大阪市）

目標値
令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

指標
目標値

令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

16%

４－１．中期目標における外郭団体の対象事業活動についての目標 ４－２．中期計画における外郭団体の各事業年度の対象事業活動についての目標

【指標の例】下記のとおり 指標Ⅰ 大阪市立小学校全校に対する来館率

 特定の歴史観や考え方に偏らず中立的(中立性の確保)に、事業を実施していくことともに、「大阪中心」・「子ども目線」で「平和を自分自身の課題として考えられる」ような展示を行い、
もって大阪市内に居住する小中学生をはじめとする多くの市民に戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え、平和を願う豊かな心を育むこと。

中期目標 中期計画

２．期間

令和7年４月１日から令和12年３月31日までの５年間 令和7年４月１日から令和12年３月31日までの５年間

　【中期計画の概要】

団体名 （公財）大阪国際平和センター 所管所属名 教育委員会事務局

１．当該団体の事業経営を通じて達成しようとする本市の行政目的又は施策の具体的な内容

３．外郭団体の事業経営の具体的な内容

 大阪市小学校校長会や中学校校長会等において平和学習の場としてピースおおさかの利
用を呼びかけるとともに、来館率の低い区の小学校校長会へ個別に働きかけを行うなど積
極的な周知活動に取り組む。
　学校向けアンケートを実施して、平和学習に役立っているか、平和学習貢献度の調査を
行う。また、アンケートの中で得られた意見・ニーズを踏まえて、取組の改善を行う。
　主たる入館者である小中学生の数については、少子化により今後も減少が続く見込みで
ある。こうした状況の中にあっても、平和ミュージアムとしての当館の役割を果たすために
は、全体の入館者数を増加させていく必要がある。
　そのため、より集客力の高いイベントや特別展等を開催するほか、ＳＮＳの活用等により
情報発信の強化に努め、利用を促進していく。

　大阪市小学校校長会や中学校校長会等において、平和学習の場としてピースおおさかの
利用を呼びかけるとともに、来館率の低い区の小学校校長会へ個別に働きかけを行うなど
積極的な周知活動に取り組んでいく。
　小学生をはじめとする来館者に対して、「大阪中心」・「子ども目線」で「平和を自分自身の
課題として考えられる」ような展示を行うことで戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え、平和を願
う豊かな心を育む機会を提供するとともに、学校向けアンケートを実施して、平和学習に役
立ったか、平和学習貢献度の調査を行う。また、アンケートの中で得られ た意見・ニーズを
踏まえて、取組の改善を行う。
　少子化傾向が続く中、小中学生の来館者数の増が見込みづらい状況下において、魅力あ
る特別展や企画事業等をＳＮＳなども活用しながら情報発信し、若い世代や外国人等など
の集客を図ることに重点を置いて全体の入館者数の増加を図る。


